
 
 
親愛なるエマジェネティックスアソシエイトの皆様へ 
 
あけましておめでとうございます。2016年はプロファイル開発 25周年など素晴らしい年となりました。この間私はたくさ
んの人との出会いや再会があり、その中で、これから 25年後またお会いできるでしょうか？という質問を多くの人からた
ずねられました。 
25年前にこの事業を始めたとき、そこそこ EGは広がるだろうなという感はありましたが、まさかダブリンとシンガポールに
オフィスを持つグローバル企業になり、45 か国 100万人以上の人に伝わるとは想像もできませんでした。 
 
先日、本部のスタッフが 2016年に成し遂げたことを模造紙に書き出したのですが、世界中の成果をあげるとなんと
13枚の紙にもなりました。その中のいくつかのハイライトをご紹介します。 
 
 
世界各国で行われた地域チャリティーイベント 
私たちの会社が大切にしている CSR ですが、今年はカントリーレプの皆様を通して 20以上の地域団体と行うことが
できました。その中には McDonald House （アメリカ） Project Happy Feet （シンガポール） War Child
（ドイツ）が含まれます  
 
 
プロファイル数値の見直し 
皆様ご存知の通り EG のプロファイルは社会の変化を的確にとらえるため 2年に一度アップデートされています。今年
は 2014年から 16年にとられた 178,430枚のプロファイル（うち 42%はアメリカ以外の国でとられている）を分析
し面白結果が出ています。青緑 2優性の人口が全体の 17%から 15%に変わりました。また 2%であった緑シング
ルが 6%になっています。行動特性にも変化がありました。自己表現性右寄りの人の 38%の人が分析型のパーセン
タイルも右寄りにでるという結果がでており、こちらは 11 ポイント増加しています。 
 
思考特性と行動特性の定義はこれまでと変わりませんが 女性のプロファイル 90,569枚 男性のプロファイル
87,771枚を比べると 5 の大きな違いが出ています。この違いは単に回答のパーセントの違いですが、この結果をどう
反映させるかは私自身まだ決めていません。 
 
2017年版のテクニカルレポートには反映される予定です。 
 
 
ファミリーの拡大 
新しいカントリーレプがイタリアとエジプトに誕生しています 
イタリアは Ferruccio Fiordispini 氏 エジプトは, Bassem Emad 氏、彼は Aspire Experiential 
Consulting Solutions. のオーナーでもあります。両国ともすばらしい CERT が開催でき、24名のアソシエイトがブ
ループリントまで終了しています。おめでとうございます。 
 
 
 
 



 
 
数字の強化 
2016年は過去最高の CERT の回数を行うことができました。毎週世界のどこか＋6 か所（52＋６）で CERT が
行われた計算になります。9月にはデンバーのオフィスでコピーのカウンターが 100万枚を超えてしまい、これは地球環
境によくないということで、11月には最新のテクノロジーを駆使してペーパーレス CERT が開催されました。二酸化炭
素の削減にも少し寄与できたのではないでしょうか？このペーパーレス CERTは皆さんの国にも来ると思いますので楽
しみにしておいてください。 
 
また私たちの成長を支えるために 7名の新しいマスターアソシエイトが誕生しています。 
 

o Salvador Garza Boardman – Country Representative, Mexico 
o Shana Bosler – Emergenetics International, U.S. 
o Kellie Carroll – Student/Teacher Emergenetics Program, U.S. 
o Geraldine Koempel – Country Representative, France  
o Diane Lujan – IHS Markit, U.S. 
o David Sales – Country Representative, United Kingdom 
o Maria Elvira Santos – Country Representative, Mexico 

 
 
新しいマスターアソシエイトの誕生で事業のさらなる成長を促すことができます。また STEP の方でも大きな成果があ
り、昨対比 44%増の成長をすることができました。 
 
 
The Emergenetics Selection Program (ESP) も昨対比 102%増となり新しい ESP のマスターアソシエイト
も誕生しています。 
 

o Alyssa Evans – Emergenetics International, U.S. 
o Kelly Fullerton – Emergenetics International, U.S. 
o Sam Sales – Emergenetics International, United Kingdom 
o Colin Yeow – Emergenetics International, Asia Pacific 

 
 
世界のどこかで 365日 
昨年はたくさんの国や街や地域を訪れた年でした。各地で組織と人にインパクトを与える機会を作ってもらうことができ
ました。 
8月には APAC地域をおとずれその経験は本当に興味深いものでした。APAC シンポジウムを含むWE ウィークイベ
ントを開催してくれたシンガポールチームには感謝しています。 
 
10月にはヨーロッパのカントリーレプの皆さんとパリで会いました、2日間にわたり各国のレプとつながりを作ることができ
ました。とても一体感のある集まりで、David Sales が「僕たちは競争相手だけでも、協調できるグループだね」といっ
たことが印象的です。会のホストを務めてもらった Geraldine に感謝します 
 
また今年はダブリンにヨーロッパの本部オフィスを開設しました。11月よりダブリンの International Financial 
Services Centre (IFSC)で営業を開始しています。たくさんの多国籍企業のハブになっている場所ですのでアドバ
ンテージのあるエリアになっています。グーグル Facebook JP モーガン KPMGなどの会社です。Sinead Devlin, 
Chelsea Dillon Austin Schneider の 3名にお礼を言いたいと思います 
 



 
 
書籍のアップデート 
みなさんお喜びになるとは思いますが 10年前に書いた EG の本をアップデートしています。中国で翻訳版の出版が決
まったためです。US の出版社ハーパーコリンズにもアップデートされた原稿を送ります。 
 
振り返り 
私が壁に掛けられた 13枚の模造紙を振り返ったとき、この手紙を皆さんの素晴らしい努力に対する感謝で終えなけ
ればいけないと感じています。アソシエイトの皆様とそこで働くスタッフの皆様のパワフルなコンビネーションが 2016年の
成果をもたらしてくれたことは間違いありません。さらに今年はより素晴らしいとなっていくことでしょう。 
 
最高の質と価値を保ち続けるためにアソシエイトの皆様には年間の必要条件をお願いしています。2016年これらの
条件をクリアーしていただいた皆様ありがとうございます（注:日本ではこの年間必要条件は実施されていません）。
様々なアソシエイトの立場がありますので、必要条件を達成できなかったアソシエイトの皆様も継続 E ラーニングを受
けて、ナレッジテストに 3月末までに合格すればアソシエイトの資格は保持できるようにしています。 
 
2017年のお話をすれば、9月 27日~29日にバンクーバーでブレインサミットが開催されます。場所は 
the Vancouver Marriott Pinnacle Downtown Hotel です。バンクーバーでお会いしましょう。 
 

With affection, 

愛をこめて, 
Avec toute mon affection, 
Herzlichst, 
關愛的, 

Dengan Tulus Ikhlas, 
Con affetto, 
关爱的, 

Cu drag, 
Dengan Kasih Sayang, 
ดว้ยความรั, 
 , دولا لكب
Hartelijke groet, 
친애하는, 

Med tillgivenhet,  
 

 


